
 
 
 
 

     
 
 

 
 

  
 
  
   
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆さん、こんばんは。今日は、南ロータリーの「創立 45 周年記念例会」

です。誕生して 45 年、人間で言えば 45 歳はまだまだ若い方ですが、ク

ラブがここまで成長してきた 45 年の歳月はとても長い歴史です。 

45 年の間、その時々に会員が入会したり、退会したりと大きく変わって

いると思いますが、先輩会員の皆さんが築いたこの立派な南クラブを、さ

らに発展させていきましょう。 

 45 周年を記念し、楽しい会となりますように・・・。 

準備が整いました。長話は禁物、この辺で挨拶を終わります。 

 

  

会員47名中31名

5/28 三条北ＲＣへ 鈴木　武君

5/30 家庭会合へ

草野恒輔君　平松修之君　馬場眞樹君

熊倉高志君　松﨑孝史君　西巻克郎君

野中　悟君　大渓秀夫君　齋藤嘉一君　

坪井正康君　渡邊光郎君　吉井正孝君
6/2 新潟万代ＲＣ創立20周年記念式典へ

馬塲信彦君　韮澤喜一郎君

97.83%

馬塲信彦君　馬場輝仁君　船久保孝志君

鈴木圀彦君　田中悌司君　田代徳太郎君
坂井範夫君　坂本洋司君　佐々木常行君　

三条南ロータリークラブ 会長 

田 中 作 次 ［埼玉、八潮］
第2560地区ガバナー鈴 木 重 壱 [長  岡]
第４分区ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐 杉 山 太 三郎 [　 巻   ]
会 長 坂 井 範 夫
幹 事 丸 山 征 夫
Ｓ Ａ Ａ 永 桶 俊 一

事 務 局 〒955-8666三条市旭町2-5-10

 TEL 0256-35-3477　FAX 0256-32-7095
E-mail info@sanjo-minami.jp

URL http://www.sanjo-minami.jp

三条信用金庫 本店内

国際ロータリー会長



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 
 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 6 月 3 日  34,500 円 

   今年度累計 888，500 円

＋600 バーツ～ 

西 巻 君 創立45周年を祝って。
親睦委員会の皆様、ご苦労様でした。

坪 井 君 創立45周年記念例会おめでとうござ
います。楽しい会となりますように。

韮 澤 君 親睦委員会の皆さん、ご苦労様です。
楽しい一夜に致しましょう。
今年度も一か月を切りました。

吉 井 君 南ＲＣ、45周年おめでとうございます。

50周年までもうひと頑張りですね！！

丸山(徹)君、渡邉(久)君、渡邊(光)君

BOXに協力いたします。

荒澤君、石山君、大渓君、草野君、熊倉君、齋藤君、

佐藤(嘉)君、鈴木(圀)君、鈴木(武)君、滝口君、田代君、

田中君、銅冶君、永桶君、馬場(輝)君、広岡君、星野君、

創立45周年おめでとうございます。
私は45年前に入会しました。26名の出発で
した。後何年、会員で頑張れるか分りません
が、皆様の更なるご指導をお願いします。

坂 井 君 45周年大変おめでとうございます。
今日は楽しくやりましょう。

光陰如矢。

高 橋 君 45周年を重ねられた ロータリークラブの長
い歴史を大変感慨深く思います。

西 潟 君 南ＲＣ、45周年おめでとうございます。益々
のクラブの隆盛をお祈り申し上げます。

谷 君 45周年記念例会おめでとうございます。

野 中 君 アツイ、アツイ。体に注意しましょう。

丸 山 (征 ) 君 40周年から45周年、もう5年も経ったか。

馬 塲 (信 ) 君

18:30 例会セレモニー 

18:50 祝賀会 

     開宴の挨拶・・・坂井範夫会長       乾杯・・・馬塲信彦第 20 代会長（チャーターメンバー）

        ときを超えて          あの時君は若かった  
 

20:45 手にてつないで                         20:50 中締め・・・草野恒輔会長エレクト 

「あの雪の夜のゴム長」          桐生ＲＣ 前 原 勝 樹 

あれは、1969 年 1 月 20 日も、夜も 9 時ごろであった。私は公式訪問のため、信越線東三条駅頭に降

り立った。 

改札口を出ると駅前には、大きな雪の山ができており、地吹雪が舞っていた。家を出るときの上州はから

からの上天気だったから、軽装の身であった私は、はてどうしたものかとしばし立ちつくした。と、雪の山

の向側から、一人の中年男性が現われて 

「遠いところご苦労様です。お迎えに参りました。私は会長の金子六郎でございます」と、私の前に半長の

ゴム靴を揃えてくれた。 

ありがたい気持ちで、ゴム長を履くと、私は金子君にしたがって雪の道を歩き出した。しばらく行くと、

街角にこうこうと照明を照らして何人かの人たちが雪かきをしている。 

聞けば、明日の朝、東京のトラック便を迎えるために、官民総出の除雪作業だという。暖かな天候の関東で

は想像もつかない光景である。「市長さん、ご苦労さんです。」と、作業中の一人から金子君に声がかかった。

市長さんというからびっくりした。 

彼は前市長であるが、今もそう呼ばれているのだそうである。なおも好奇心で「あの方はどんな方ですか」

尋ねると「うちのクラブの会員ですよ」と。 

それにしても、公式訪問もすまないうちに、思いがけず、会員の奉仕活動に余念のない姿に接し、感動を

覚えた。さあ、明日の公式訪問が楽しみになった。このすばらしいクラブの人たちに会えるのだ、とわくわ

くしたものだ。当時のことを、私は、つらつらと思いだすのである。           

 63 年 6 月 5 日、私はいま、そのクラブの 20 周年祝賀会の席に参列の栄を浴しているのだ。わずか 26

人だった会員が、いまや 62 人の押しもおされもしない立派なクラブに成長した。 

 あの雪の夜のゴム長と、会員の人たちの除雪奉仕に精を出す姿が、いまも脳裏に鮮やかである。今後の

30 周年、50 周年が更に更に期待されるが、私は既に 84 才。それを見られないのが残念である。    

 そのクラブとは、三条南ロータリークラブのことである。 

                                      「ロータリーの友」1988 年 11 月号掲載記事より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乾杯のご発声は・・・ 

馬塲信彦第 20 代会長・チャーターメンバー 



 

あの日の一枚・・・「創立 30 周年記念式典」 

              記念式典祝賀会会場風景 

     1998 年 6 月 6 日於：ハミングプラザＶＩＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    次週例会   6 月 17 日 「クラブ・フォーラム」次年度事業計画について     

次々週例会    6 月 24 日 「会長幹事慰労会」  ＰＭ６：３０～ 於：松木屋 

 

 

 

Ｎｏ１～ 

ハガキでの週報 

 

1974．7．1 Ｎｏ304～

Ａ6 サイズ紙面に 

2001．7．2 

Ｎｏ1578～ 

Ａ４判に  

1986．7．7 Ｎｏ883～ 

Ｂ5 判 2 色刷りに 


